
しまね私保連ニュース 

◆ 予対請願署名・カンパ活動 

  ただ今、予算対策国会請願署名並びにカンパ活動を展開しております。 

この運動については、毎年８月末頃に予算対策部からご案内しておりますが、今年度はたまたま請願

署名用紙の不足のために発送準備に手間取り、加盟園の皆様にお届けする時期が遅れましたことをお詫

び申し上げます。この運動は保育関係者のみにかかわらず、保護者の方にもご理解ご協力をお願いしま

す。 

請願署名につきまして、署名により得ました個人情報については、請願の目的以外に使用することは

ありませんので、何卒ご理解の上ご協力下さい。 

  尚、署名用紙の返送に宅配便をご利用の場合には、「日通ペリカン便」を指定しますので着払い扱い

にして、返送先は予対部／浜田・ちどり保育所に送付して下さい。またカンパ金は同封の振込用紙にて

お願いします。締め切りはどちらも９月末となります。 

● 「認定こども園」県条例案  

島根県保育三団体は、「認定こども園」の認定基準に関する島根県条例案等について、９月１１日に

島根県青少年家庭課から説明を受けました。 

これは、１０月施行にあわせ９月県議会に提出する条例案を、保育関係代表者に説明したもので、認

定基準等は、おおむね次のようなことです。 

    認定の基準は、国の指針を参酌し条例で定めることとしており、認定こども園の種類は条例案第２条

から第６条において、国が示す類型と同様に４類型を規定しています。 

認定基準として規定する項目は、 

 ①職員に関する基準（園長・職員配置・職員資格）→ 条例案第８条・第９条・第１０条 

 ②施設設備（園舎・保育室等・屋外遊技場・調理室）→ 条例案第１１条第１項から第６項 

   ③教育及び保育の内容 → 条例案第１２条 

   ④管理運営等（職員の資質向上・子育て支援・管理運営の体制）→ 条例案第１３条 

  この認定基準の考え方としては、幼稚園及び保育所の両方の認可基準をみたすことしています。 

条例は、この認定こども園の種類や基準の基本的な部分を規定していますが、条例を補完する上で、

例外規定の適用条件などの具体的な要件、並びに申請等の手続を規定することなどを規則に委任してい

ます。またこの他に、努力目標・配慮事項・留意点などや、管理運営等の具体的内容等を、要綱におい

て規定しています。 

  尚、条例案は全１４条から成り、１０月から施行される見込ですが、この他の規則及び要綱の詳細に

ついては、今のところ不明です。 

◆ 職員研修会 

  島根私保連研修部の第２回研修会は、８月１８日・１９日に出雲・多伎町(華蔵温泉)において開催し

ました。 

今回は、保育担当者対象で、東洋大学（ライフデザイン学部）の清水玲子先生をお招きし、「育つ風

景～今の子育てから保育を考える～」についての研修で、４１名（内、非加盟園１）が集いました。 

  また、第３回目は、(株)幼保経営サービスの菅野哲氏により、新社会福祉法人会計研修会を次のよう

に開催しました。 

  東部は、９月１３日に出雲・ウェルシティ島根（午前・会計基準の基本的処理／午後：会計処理と法

人運営等）にて６０名を超える参加があり、西部では、９月１４日に浜田・サンマリン（午前：会計処

理と法人運営等）にて２２名の参加がありました。 

新会計研修では、会場によって半日や終日の日程になり調整できなかたことをお詫びしますとともに、

また業者主催によるものではなく私保連自体の研修会であることを申し添えます。 

これで、研修部の今年度研修会が終了しました。ご参加いただき有り難うございました。 

秋を迎えました。運動会シーズンです。（吉） 
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